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５
月
14
日
に
沢
内
中
学
校
校

庭
を
主
会
場
に
西
和
賀
町
消
防

演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

演
習
に
は
消
防
団
２
８
７
人
、

ポ
ン
プ
車
６
台
、
小
型
ポ
ン
プ

車
18
台
、
婦
人
消
防
協
力
隊
51

村
寿
人(

貝
沢)

消
防
士
長

高
橋
一
哉

(

北
上

地
区
消
防
組
合)

西
和
賀
町
長
表
彰

【
功
労
章
】

団
員
　
高
橋
雅
樹(

桂
子
沢)

、

高
鷹
重
春(

湯
川)

、
戸
巻
昇

(

清
水
ヶ
野)

、
戸
巻
浩
樹(

大

野)

、
高
橋
幸
広(

東
大
野)

、

佐
々
木
保
弘(

太
田)

、
米
澤

多
功(

太
田)

、
中
村
健
一(

長

瀬
野)

、
高
橋
和
幸(

弁
天)

、

刈
田
敏
博(

川
舟)

、
藤
原
太

(

若
畑)

【
功
績
章
】

班
長
　
佐
藤
太
郎(

川
尻)

団
員

照
井
恵
悟(

川
尻)

、
高

鷹
敏
彦(

湯
川)

、
野
崎
佳
次

夫(

耳
取)

、
小
室
進(

耳
取)

、

南
川
敢
行(

湯
田)

、
大
島
昌

浩(

大
野)

、
東
清
彦(

新
町)

、

北
島
友
和(

新
町)

、
近
藤
邦

雄(

猿
橋)

、
高
橋
和
文

(

猿

橋)

、
高
橋
良
三(

川
舟)

、
佐

藤
充(

貝
沢)

、
岩
井
一
栄(

貝

沢)

【
精
練
章
】

団
員

小
田
島
瑞
穂(

湯
本)

、

田
口
幹
人(

湯
本)

、
藤
原
光

広(

槻
沢)

、
高
橋
鉄
郎(

湯
本)

【
勤
続
章
　
４５
年
】

副
分
団
長

高
橋
芳
勝(

耳
取)

【
勤
続
章
　
３０
年
】

団
長

高
橋
久
雄(

弁
天)

分
団
長

松
本
賢
一(

若
畑)

副
分
団
長

谷
地
中
政
志

(

貝

沢)

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
小
雨
が
降
り
し
き

り
、
５
月
と
し
て
は
肌
寒
い
演

習
と
な
り
ま
し
た
。

高
橋
町
長
が
体
調
を
崩
し
た

た
め
、
代
理
と
し
て
統
監
（
最

高
指
揮
官
）
を
務
め
た
高
橋
助

役
は
「
昨
今
は
、
火
災
だ
け
で

は
な
く
、

地
震
、
水

害
、
遭
難

な
ど
救
助

活
動
が
増

加
し
て
い
る
。
合
併
し
消
防
団

も
一
つ
に
な
っ
た
が
、
消
防
団

の
存
在
意
義
を
さ
ら
に
自
覚

し
、
消
防
人
と
し
て
の
消
防
精

神
と
節
度
あ
る
行
動
で
地
域
住

民
の
安
全
を
守
る
の
が
使
命
で

あ
る
。
本
日
の
演
習
で
は
、
日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
い
か
ん
な

く
発
揮
し
て
欲
し
い
」
と
訓
辞

し
ま
し
た
。

消
防
殉
職
者
に
対
し
黙
祷
を

さ
さ
げ
た
後
に
、
消
防
活
動
に

功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
、
岩
手

県
消
防
協
会
北
上
地
区
支
部
長

や
西
和
賀
町
長
か
ら
表
彰
が
あ

り
ま
し
た
。

部
隊
訓
練
に
先
立
ち
、
消
防

職
員
に
よ
る
救
助
活
動
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
救
助
活
動
は
、

岩
手
県
消
防
協
会

北
上
地
区
支
部
長
表
彰

【
功
労
章
】

部
長

高
橋
啓
悦(

上
野
々)

、

高
橋
健
雄(

左
草)

、
高
橋
繁

春(

東
大
野)

、
米
澤
安
広(

猿

橋)

班
長

高
橋
政
信(

野
々
宿)

、

岩
井
川
芳
典(

下
前)

、
柿
澤

智
弘(

前
郷)

、
南
川
守

(

貝

沢)

【
功
績
章
】

班
長

高
橋
英
明(

大
野)

、
内

記
清
見(

前
郷)

、
佐
々
木
栄

招(

長
瀬
野)

、
高
橋
文
三(

弁

天)

団
員

照
井
盛
丈(

上
野
々)

、

菅
原
清
晃(

川
尻)

、
川
村
直

樹

(

川
尻)

、
藤
原
武
儀

(

槻

沢)

、
高
橋
典(

湯
田)

、
山
田

純
二(

下
左
草)

、
高
橋
正
広

(
東
大
野)

、
深
澤
久
一

(

太

田)
、
久
保
利
則(

若
畑)

、
北

受

章

者

名

無
火
災
　
無
事
故
は
　
我
が
家
か
ら

初初
めめ
てて
のの
西西
和和
賀賀
町町
消消
防防
演演
習習

防
災
標
語

最
優
秀
賞

（
敬
称
略
）

ラッパ隊を先頭に分列行進（太田地内）
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両
町
村
に
あ
っ
た
婦
人
消
防
協
力
隊
は
４
月
か
ら
西
和
賀
町
婦
人
消
防
協

力
隊
連
絡
協
議
会
と
し
て
一
本
化
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
協
議
会
長
に

は
、
佐
々
木
美
代
子
さ
ん
（
若
畑
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
消
防
協
力
隊
は
、
各
家
庭
の
留
守
を
守
る
女
性
に
よ
り
各
地
区
で
組

織
さ
れ
、
自
主
防
災
組
織
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
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事
故
の
た
め
ド
ア
が
開
か
な
い

ほ
ど
損
傷
し
た
車
両
か
ら
乗
員

を
救
出
す
る
と
い
う
設
定
。
消

防
署
員
ら
は
、
開
か
な
く
な
っ

た
ド
ア
を
油
圧
の
ジ
ャ
ッ
キ
で

こ
じ
開
け
、
ド
ア
を
金
属
カ
ッ

タ
ー
で
切
断
す
る
な
ど
し
て
迅

速
に
救
助
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
横
浜
市
で
開
催

さ
れ
た
第
17
回
全
国
女
性
消
防

操
法
大
会
に
出
場
し
た
旧
沢
内

村
婦
人
消
防
隊
に
よ
る
操
法
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

軽
可
搬
と
言
い
、
女
性
向
け
に

ホ
ー
ス
な
ど
も
細
く
、
扱
い
や

す
く
な
っ
て
い
る
移
動
式
の
機

械
を
使
用
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
に
部
隊
訓
練
や
操
法

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
主
会
場
か
ら
鍵
沢
橋
の
河
原

ま
で
分
列
行
進
を
行
い
、
放
水

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
放
水
訓
練
は
防
御
訓
練

と
も
呼
ば
れ
、
実
際
に
川
か
ら

ポ
ン
プ
で
水
を
汲
み
上
げ
現
地

に
設
営
さ
れ
た
く
す
玉
を
炎
に

見
立
て
て
、
そ
の
的
を
め
が
け

て
放
水
を
行
う
も
の
で
す
。
各

分
団
と
も
見
事
に
放
水
を
集
中

さ
せ
、
く
す
玉
の
中
か
ら
は

「
安
心
を
守
り
育
て
る
火
の
用

心
」「
心
か
ら
無
火
災
祈
る
町

づ
く
り
」
な
ど
の
防
災
標
語
コ

ン
ク
ー
ル
の
垂
れ
幕
が
出
ま
し

た
。こ

の
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
選

考
の
結
果
、
第
５
分
団
第
４
部

（
弁
天
地
区
）
の
「
無
火
災

無
事
故
は
　
我
が
家
か
ら
」
と

い
う
標
語
が
今
年
の
最
優
秀
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

部
長

有
馬
英
夫(

鍵
沢)

班
長

今
宮
誠(

耳
取)

、
高
橋

猛
雄(

下
前)

【
勤
続
章
　
２５
年
】

分
団
長
　
田
村
義
光(

上
野
々)

副
分
団
長

有
馬
良
一(

新
町)

、

高
橋
彰
男(

弁
天)

部
長

高
橋
和
則(

川
尻)

、
高

橋
勝
宏(

湯
川)

、
加
藤
新
也

(

新
町)

、
佐
々
木
信
男(

下
の

沢)

班
長

家
子
勝
也(

湯
本)

団
員

岩
井
川
俊
一(

下
前)

、

土
井
富
夫(

長
瀬
野)

【
勤
続
章
　
２０
年
】

副
分
団
長

和
泉
哲
男(

猿
橋)

部
長

高
橋
兼
人(

長
瀬
野)

、

高
橋
宏(

弁
天)

班
長

小
原
澄
明(

白
木
野)

、

高
橋
政
幸(

東
大
野)

、
深
澤

儀
夫(

太
田)

、
高
橋
帝
■(

下

の
沢)

、
平
澤
裕(

泉
沢)

、
有

馬
治

(

弁
天)

、
吉
田
修

(

川

舟)

、
吉
田
政
志(

川
舟)

、
岩

井
正
敏(

貝
沢)

団
員

畠
山
英
一(

下
前)

、
米

澤
慎
悦(

太
田)

、
柿
澤
辰
男

(

鍵
沢)

【
勤
続
章
　
１５
年
】

部
長

照
井
賢
一(

沢
中)

班
長

高
橋
忠
春(

川
尻)

、
高

橋
保(

左
草)

、
山
田
正
仁(

猿

橋)

団
員

高
鷹
安
男(

湯
川)

、
藤

原
武
儀(

槻
沢)

、
高
橋
典(

湯

田)

、
高
橋
北
斗(

間
木
野)

、

加
藤
功(

湯
之
沢)

、
高
橋
祐

樹(

大
沓)

、
高
橋
純(

湯
田)

、

藤
原
太(

若
畑)

、
大
堰
勲(

貝

沢)

【
勤
続
章
　
１０
年
】

班
長

田
村
公
一(

沢
中)

団
員

高
橋
和
哉

(

越
中
畑)

、

高
橋
雅
樹(

桂
子
沢)

、
谷
和

志(

左
草)

、
平
藤
節
夫

(

左

草)

、
新
田
新
一(

長
瀬
野)

、

藤
原
重
美(

長
瀬
野)

【
勤
続
章
　
５
年
】

班
長

佐
藤
太
郎(

川
尻)

団
員

斉
藤
光(

川
尻)

、
照
井

恵
悟(

川
尻)

、
高
橋
伸(

越
中

畑)

、
野
崎
佳
次
夫(

耳
取)

、

小
室
進(

耳
取)

、
高
橋
禄
和

(

湯
田)

、
刈
田
修
弘(

飯
豊)

、

刈
田
拓
弥(

東
大
野)

、
内
記

良
伸(

前
郷)

、
藤
井
雄
幸(

太

田)

、
高
橋
健
太
郎(

太
田)

、

佐
々
木
建(

下
の
沢)

、
佐
々

木
伸
二(

下
の
沢)

、
近
藤
邦

雄(

猿
橋)

、
藤
原
真
也

(

川

舟)

、
吉
田
祐
康(

川
舟)

、
藤

原
啓(

川
舟)

、
吉
田
博
也(

川

舟)

、
藤
原
伸(

若
畑)

、
佐
藤

充(

貝
沢)

、
岩
井
一
栄

(

貝

沢)

▲
ドアなどを迅速に
処理する消防署員

全国レベルの
軽可搬操法

▲

着色放水で標語
が垂れ下がる

▲

け
い

か

は
ん
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高
橋
文
治
さ
ん
は
、

長
年
に
わ
た
る
選
挙
管

理
事
務
に
従
事
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
旭
日
単

光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

文
治
さ
ん
は
、
昭
和

56
年
か
ら
平
成
13
年
ま
で
の
20
年
間
の
長

き
に
わ
た
り
湯
田
町
選
挙
管
理
委
員
と
し

て
選
挙
事
務
に
携
わ
り
ま
し
た
。
平
成
元

年
か
ら
平
成
13
年
ま
で
は
委
員
長
と
し
て

国
、
県
、
町
の
各
種
選
挙
事
務
と
選
挙
啓

蒙
活
動
に
手
腕
を
ふ
る
い
、
一
票
一
票
を

大
切
に
し
、
選
挙
事
務
全
般
に
わ
た
っ
て

の
管
理
執
行
能
力
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。
昭
和
58
年
の
第
13
回
参
議
院
議

員
選
挙
で
は
、
初
め
て
比
例
代
表
制
度
が

導
入
さ
れ
、
よ
り
複
雑
化
し
た
選
挙
に
迅

速
に
対
応
し
、
県
内
で
も
ト
ッ
プ
の
投
票

率
を
記
録
し
ま
し
た
。

ま
た
平
成
12
年
の
町
長
選
挙
で
は
、
最

終
的
な
投
票
率
は
93
・
35
％
。
町
内
11
カ

所
の
投
票
所
別
投
票
率
で
は
、
下
前
地
区

で
１
０
０
％
、３
地
区
で
97
％
を
超
す
な
ど

き
わ
め
て
高
い
投
票
率
を
記
録
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
県
内
上
位
の
投
票
率
が
示

す
と
お
り
、選
挙
の
重
要
性
を
説
き
啓
蒙
普

及
活
動
に
も
献
身
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

一
方
、
湯
田
町
議
会
議
員
、
湯
田
町
農

業
委
員
会
委
員
、
湯
田
町
町
有
林
経
営
委

員
を
務
め
る
な
ど
町
勢
の
発
展
に
大
き
く

寄
与
し
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
の
か
た
わ
ら
秀
衡
街
道
探

査
会
の
初
代
会
長
と
し
て
文
化
の
振
興
と

保
存
に
力
を
入
れ
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

文
治
さ
ん
は
今
回
の
受
章
に
つ
い
て

「
栄
誉
あ
る
勲
章
を
い
た
だ
き
こ
の
上
な

い
光
栄
だ
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
皆
さ

ん
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
。
選
挙
事
務
で

は
、
常
に
己
を
正
し
て
き
た
。
地
元
や
親

戚
な
ど
か
ら
立
候
補
す
る
人
も
い
た
が
、

役
職
上
の
こ
と
か
ら
選
挙
に
は
関
係
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
自
分
自
身
も
孤

独
だ
っ
た
が
、
周
り
か
ら
も
薄
情
だ
と
思

わ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
疑
い

を
も
た
れ
る
行
動
は
す
る
ま
い
と
信
念
を

持
っ
て
や
っ
て
き
た
」
と
職
務
を
や
り
と

げ
ま
し
た
。

【
主
な
経
歴
】

湯
田
町
選
挙
管
理
委
員

昭
和
56
年
か
ら

平
成
13
年
ま
で
（
平
成
13
年
に
選
挙
功

労
で
湯
田
町
町
勢
功
労
を
受
賞
）

湯
田
町
統
計
調
査
員

昭
和
25
年
か
ら
平

成
17
年
ま
で
（
平
成
13
年
に
統
計
功
労

で
総
務
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
）

湯
田
町
町
有
林
経
営
委
員

昭
和
54
年
か

ら
平
成
５
年
ま
で

秀
衡
街
道
探
査
会

平
成
７
年
か
ら
現
在
　

ま
で

柳
澤
喜
一
さ
ん
は
、

長
年
に
わ
た
る
消
防
活

動
へ
の
従
事
が
認
め
ら

れ
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

し
ま
し
た
。

喜
一
さ
ん
は
、
大
工

を
し
な
が
ら
昭
和
32
年
に
湯
田
村
消
防
団

（
昭
和
39
年
の
町
政
施
行
後
は
湯
田
町
消

防
団
）
に
入
団
し
、
平
成
16
年
の
退
団
ま

で
地
域
住
民
の
安
全
確
保
と
防
災
意
識
を

高
め
る
啓
蒙
活
動
な
ど
を
率
先
し
て
行
っ

て
き
ま
し
た
。

昭
和
45
年
の
秋
田
県
南
東
部
地
震
（
東

成
瀬
村
が
震
源
地
）で
は
、
北
上
線
が
一

週
間
不
通
に
な
る
な
ど
、
住
民
に
も
不
安
を

も
た
ら
す
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
地
震
の
震
源
地
に
近
い
湯
川
小
学

校
理
科
室
か
ら
、
床
に
落
ち
た
薬
品
が
混

合
し
火
災
が
発
生
。
出
動
命
令
と
同
時
に

駆
け
つ
け
、
燃
え
さ
か
る
木
造
校
舎
か
ら

児
童
の
避
難
誘
導
を
果
敢
に
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
５
年
の
小
繋
沢
地
区
で
早

朝
に
発
生
し
た
住
宅
火
災
で
は
、
沢
水
、

川
の
自
然
水
利
の
た
め
消
防
活
動
は
困
難

を
極
め
ま
し
た
が
、
延
焼
を
防
止
し
、
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
13
年
８
月
と
10
月
の
行

方
不
明
者
の
捜
索
活
動
で
は
、
台
風
や
非

常
に
険
し
い
山
岳
地
帯
な
ど
悪
条
件
で
の

捜
索
で
し
た
が
、
分
団
長
と
し
て
分
団
を

指
揮
し
捜
索
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。

喜
一
さ
ん
は
、
常
に
現
場
の
最
前
線
で

危
険
を
顧
み
ず
人
命
尊
重
の
も
と
に
自
ら

行
動
し
、
ま
た
指
揮
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
受
章
に
つ
い
て
「
入
団
当
時
は
、

戦
争
か
ら
戻
っ
て
き
た
人
が
多
か
っ
た
の

で
、
規
律
は
と
に
か
く
命
令
、
命
令
で
本

当
に
厳
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で

続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
先
輩
の
指

導
が
あ
っ
た
か
ら
だ
し
、
消
防
の
仲
間
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
と

協
力
が
あ
っ
た
か
ら
。
消
防
は
、
何
よ
り

仲
間
を
つ
く
り
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
い

く
こ
と
が
最
も
大
切
。
消
防
の
は
ん
て
ん

を
着
た
以
上
は
、
消
防
魂
を
忘
れ
ず
に
責

務
を
果
た
し
規
律
あ
る
行
動
を
し
て
欲
し

い
」と
後
輩
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
託
し
ま
し
た
。

【
主
な
経
歴
】

湯
田
町
消
防
団
副
分
団
長

平
成
４
年
か

ら
（
平
成
８
年
に
消
防
庁
長
官
か
ら
永

年
勤
続
功
労
章
を
受
章
）

湯
田
町
消
防
団
分
団
長

平
成
10
年
か
ら

平
成
16
年
ま
で
（
平
成
15
年
に
岩
手
県

民
の
消
防
団
員
章
を
受
章
）

西
和
賀
町
消
防
団
顧
問

平
成
17
年
か
ら

現
在
に
至
る

行
政
区
長

昭
和
61
年
か
ら
昭
和
62
年
ま

で
と
平
成
８
年
か
ら
平
成
14
年
ま
で

旭旭
日日
単単
光光
章章
をを
受受
章章

高
橋
　
文
治
さ
ん

（
小
繋
沢
・
８４
歳
）

瑞瑞
宝宝
単単
光光
章章
をを
受受
章章

（
桂
子
沢
・
７１
歳
）

平成18年4月29日春の叙勲で、町内から次の2人が受章されました

高�
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４
月
26
日
湯
本
地
区
公
民
館

で
西
和
賀
町
体
育
協
会
設
立
会

議
が
行
わ
れ
、
規
約
案
や
会
長

な
ど
の
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

会
議
に
は
、
各
単
位
協
会
か

ら
推
薦
の
あ
っ
た
評
議
員
と
理

事
（
そ
れ
ぞ
れ
１
人
づ
つ
）
お

よ
そ
40
人
あ
ま
り
が
出
席
し
ま

し
た
。

始
め
に
、
新
し
い
組
織
の
規

約
案
が
設
立
準
備
委
員
会
（
山

崎
行
夫
委
員
長
・
湯
本
）
か
ら

示
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

新
規
約
で
は
、
会
長
、
副
会

長
、
監
事
な
ど
の
役
員
は
評
議

員
会
で
選
任
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
評
議
員
会
が
別

室
で
ひ
ら
か
れ
、
そ
の
中
か
ら

６
人
の
選
考
委
員
が
選
ば
れ
て

役
員
人
事
を
審
議
し
ま
し
た
。

選
考
委
員
に
よ
る
選
考
の
結

果
、
会
長
に
は
岩
手
県
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
副
本
部
長
や
岩
手
県

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
委

員
な
ど
を
務
め
て
い
る
高
橋
謙

治
さ
ん
（
新
町
）、
副
会
長
に

は
陸
上
競
技
協
会
長
の
高
橋
哲

雄
さ
ん

（
清
水

ヶ
野
）、

猿
橋
地

区
体
育

協
会
長
の
高
橋
正
受
さ
ん
（
猿

橋
）
な
ど
を
選
任
し
ま
し
た
。

謙
治
さ
ん
は
「
責
任
感
を
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
。
町
に

は
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
ス
キ
ー
大

会
な
ど
の
各
種
大
会
が
あ
り
一

丸
と
な
っ
て
楽
し
い
ス
ポ
ー

ツ
、
楽
し
い
体
育
協
会
に
し
て

い
き
た
い
。
頼
ま
れ
て
や
る
の

で
は
な
く
、
お
互
い
が
で
き
る

こ
と
は
お
互
い
に
や
る
と
い
う

精
神
で
、
一
生
懸
命
全
力
を
尽

く
し
て
い
き
た
い
」
と
会
長
に

就
任
し
て
の
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。西

和
賀
町
体
育
協
会
に
は
、

13
の
種
目
別
協
会
と
６
つ
の
地

区
協
会
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
本
部
の
20
団
体
が
傘
下
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。

旧
沢
内
村
に
あ
っ
た
９
つ
の

地
区
協
会
は
３
つ
、
旧
湯
田
町

に
あ
っ
た
10
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ

振
興
会
も
３
つ
に
統
合
さ
れ
活

動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

ま
た
、
種
目
別
協
会
に
つ
い

て
は
す
で
に
設
立
総
会
を
行
い

活
動
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

西
和
賀
町
体
育
協
会
発
足

会
長
に
高
橋
謙
治
さ
ん

設立会議の様子設立会議の様子設立会議の様子設立会議の様子設立会議の様子設立会議の様子設立会議の様子設立会議の様子設立会議の様子設立会議の様子設立会議の様子設立会議の様子設立会議の様子設立会議の様子設立会議の様子設立会議の様子設立会議の様子

高橋謙治さん

ま
さ
つ
ぐ

雪解けでスポーツシーズンを迎えます
（オアシス館でのグランドゴルフ大会の様子）
雪解けでスポーツシーズンを迎えます

（オアシス館でのグランドゴルフ大会の様子）
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「ふむふむ、�
　　どんな情報だい？」�

「町の情報を�
　　キャッチしました！」�

交
通
安
全
推
進
委
員

西
和
賀
町
か
ら
発
信

５
月
12
日
北
上
地
方
交
通
安
全
協
会
沢

内
支
会
な
ど
で
は
交
通
安
全
推
進
委
員
の

委
嘱
を
沢
内
第
一
小
で
行
い
ま
し
た
。

（
猿
橋
小
、
川
舟
小
で
も
行
わ
れ
る
予
定

で
す
）

委
嘱
さ
れ
た
の
は
４
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
の
各
学
年
か
ら
２
人
ず
つ
の
６
人
で

北
上
警
察
署
の
伊
藤
寛
交
通
課
長
が
委
嘱

状
を
交
付
し
ま
し
た
。

推
進
委
員
を
代
表
し
て
６
年
生
の
山
本

健
一
郎
君
（
新
町
）
が
「
交
通
安
全
の
誓

い
を
守
り
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
み
ん

な
の
手
本
に
な
り
た
い
」
と
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
北
上
地
方
交
通
安
全
協
会
沢
内

支
会
の
佐
々
木
孝
治
さ
ん
（
前
郷
）
は

「
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
県
内
で
も
例

が
な
い
。
今
年
で
３
年
目
の
委
嘱
と
な
る

が
、
西
和
賀
町
だ
け
で
は
な
く
出
来
る
だ

け
多
く
の
学
校
で
取
り
入
れ
る
よ
う
に
運

動
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
児
童

の
皆
さ
ん
に
は
、
さ
す
が
西
和
賀
町
の
児

童
だ
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
手
本
を
示
し
て

欲
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

こ
の
推
進
委
員
制
度
は
、
児
童
み
ず
か

ら
が
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
児
童
の
無
事
故
、
地
域
に
対
す
る
安

全
意
識
の
高
揚
な
ど
交
通
事
故
撲
滅
の
た

め
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

カ
タ
ク
リ
ま
つ
り

安
ヶ
沢
群
生
地

安
ヶ
沢
地
内
の
カ
タ
ク
リ
群
生
地
で

「
カ
タ
ク
リ
ま
つ
り
」
が
５
月
３
日
か
ら

14
日
ま
で
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
地
元
の
有
志
で
組
織

さ
れ
る
か
た
ご
の
会
と
安
ヶ
沢
地
域
振
興

会
が
地
権
者
な
ど
の
協
力
を
得
て
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
今
年
で
９
回
目
を
迎
え
ま

す
。今

年
は
、
雪
解
け
も
遅
く
通
常
で
あ
れ

ば
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
開
催
で
あ

っ
た
も
の
を
、
期
日
を
延
長
し
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
ま
つ
り
初
日
は
、
ま
だ

雪
も
多
く
花
も
つ
ぼ
み
の
状
態
。
園
内
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
桜
が
咲
き
出
し
た
の
は

８
日
頃
。

カ
タ
ク
リ
は
、
カ
タ
ゴ
や
カ
ダ
ゴ
な
ど

と
呼
ば
れ
、
食
用
と
さ
れ
て
い
た
時
代
も

あ
り
ま
す
が
、
現
在
で
は
希
少
価
値
が
高

ま
り
、
人
気
の
あ
る
花
の
ひ
と
つ
で
す
。

ま
た
、
種
か
ら
花
が
咲
く
ま
で
７
〜
９
年

ほ
ど
の
年
月
を
必
要
と
し
ま
す
。

か
た
ご
の
会
の
高
橋
松
栄
さ
ん
（
川
舟
）

は
「
今
年
は
雪
の
た
め
、
例
年
だ
と
見
頃

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
に
花
が
満
開

に
な
ら
な
か
っ
た
。
楽
し
み
に
来
園
し
た

方
や
テ
レ
ビ
の
中
継
を
見
て
来
園
し
た
方

に
も
申
し
訳
な
い
気
持
ち
だ
。
来
年
は
10

周
年
を
迎
え
る
の
で
、
会
と
し
て
も
さ
ら

に
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
北
上
警
察
署
、
北
上
地
方
交
通

安
全
協
会
沢
内
支
会
、
各
学
校
長
の
連
名

で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

5月8日には桜も満開に5月8日には桜も満開に5月8日には桜も満開に5月8日には桜も満開に5月8日には桜も満開に5月8日には桜も満開に5月8日には桜も満開に5月8日には桜も満開に5月8日には桜も満開に5月8日には桜も満開に5月8日には桜も満開に5月8日には桜も満開に5月8日には桜も満開に5月8日には桜も満開に5月8日には桜も満開に5月8日には桜も満開に5月8日には桜も満開に

委嘱される6人の児童委嘱される6人の児童委嘱される6人の児童委嘱される6人の児童委嘱される6人の児童委嘱される6人の児童委嘱される6人の児童委嘱される6人の児童委嘱される6人の児童委嘱される6人の児童委嘱される6人の児童委嘱される6人の児童委嘱される6人の児童委嘱される6人の児童委嘱される6人の児童委嘱される6人の児童委嘱される6人の児童
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ク
リ
ー
ン
作
戦町

内
各
地
で

町
職
員
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
５
月

２
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
銀

河
高
原
か
ら
の
応
援
も
含
め
た
75
人
。

国
道
１
０
７
号
線
と
小
繋
沢
か
ら
穴
明

間
の
ア
ク
セ
ス
道
、
そ
し
て
山
伏
峠
を
中

心
に
行
い
ま
し
た
。

捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
多
く
は
、
た
ば
こ

の
吸
い
殻
や
空
缶
、
び
ん
な
ど
で
し
た
が
、

中
に
は
タ
イ
ヤ
や
テ
レ
ビ
な
ど
も
あ
り
ま

し
た
。

当
日
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
量
は
、
国
道

１
０
７
号
と
ア
ク
セ
ス
道
か
ら
は
９
０
５

㌔
、
山
伏
峠
か
ら
は
７
５
０
㌔
が
回
収
さ

れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
本
当
に
ゴ
ミ
が
多
い

ね
。
び
っ
く
り
す
る
く
ら
い
の
ゴ
ミ
の
量

だ
。
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
り
、
捨
て
な
い
で
欲

し
い
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
岩
手
県
や
西
和
賀
消
防
署
、

岩
手
南
部
森
林
管
理
署
な
ど
と
合
同
で
、

５
月
12
日
に
西
和
賀
地
区
山
火
事
防
止
パ

レ
ー
ド
出
発
式
を
沢
内
庁
舎
前
で
行
い
ま

し
た
。
こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
山
火
事
が
発

生
し
や
す
い
こ
の
時
期
に
、
町
民
の
み
な

さ
ん
に
防
止
を
呼
び
か
け
る
目
的
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

新
田
助
役
は
出
発
に
あ
た
り
「
こ
の
時

期
は
、
一
年
中
で
一
番
空
気
が
乾
燥
し
山

火
事
の
発
生
率
が
も
っ
と
も
高
い
。
火
事

に
な
る
と
消
火
活
動
も
難
航
す
る
し
、
な

に
よ
り
大
切
な
森
林
を
失
う
。
こ
れ
か
ら

山
菜
採
り
で
山
に
入
る
人
も
多
く
な
る
の

で
、
山
火
事
防
止
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
よ
う
に
パ
レ
ー
ド
し
て
欲
し
い
」
と
山

火
事
防
止
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

出
発
式
の
後
は
、
１
班
が
湯
田
地
区
内
、

２
班
が
沢
内
地
区
内
そ
れ
ぞ
れ
車
両
５
台

で
巡
回
し
山
火
事
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。た

ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
で
火
事
に
つ

な
が
っ
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
山
火
事
防
止
の
た
め
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

山
火
事
防
止
の
呼
び
か
け
　

関
係
者
ら
で
パ
レ
ー
ド

全
日
本
高
校
選
抜
に
抜
て
き

泉
川
晴
香
さ
ん（
大
野
）
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大
野
の
泉
川
裕
市
さ
ん
の
二
女
の
泉
川

晴
香
さ
ん
（
大
会
当
時
は
高
校
２
年
生
）

は
、
沢
内
中
学
校
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

に
所
属
し
、
卒
業
後
は
県
内
で
も
屈
指
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
強
豪
高
と
し
て
知
ら
れ

て
る
岩
手
県
立
高
田
高
等
学
校
に
進
学
。

晴
香
さ
ん
は
「
伝
統
あ
る
高
田
高
校
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
コ
ー
ト
に
立
ち
た

い
」
と
い
う
理
由
か
ら
親
元
を
離
れ
て
進

学
を
す
る
決
意
を
し
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

１
８
１
㌢
と
い
う
恵
ま
れ
た
身
体
で
、
高

校
で
は
セ
ン
タ
ー
・
ラ
イ
ト
と
し
て
チ
ー

ム
の
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
中
で
す
。

こ
の
度
、
晴
香
さ
ん
の
活
躍
が
全
日
本

関
係
者
の
目
に
と
ま
り
、
３
月
30
日
か
ら

31
日
ま
で
栃
木
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
４

回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ド
リ

ー
ム
マ
ッ
チ
栃
木
大
会
」
の
全
日
本
高
校

選
抜
の
24
人
の
中
の
一
人
に
抜
て
き
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
は
、
栃
木
県
選
抜

や
中
学
生
選
抜
中
心
の
全
日
本
ユ
ー
ス
な

ど
全
国
レ
ベ
ル
の
選
手
が
結
集
し
、
個
々

の
選
出
の
資
質
の
向
上
と
将
来
の
全
日
本

チ
ー
ム
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

ド
リ
ー
ム
マ
ッ
チ
大
会
で
は
、
そ
の
長

身
と
身
体
能
力
を
発
揮
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
で

相
手
の
攻
撃
を
封
じ
、
左
利
き
か
ら
の
ス

パ
イ
ク
攻
撃
と
、
持
ち
味
を
生
か
し
た
プ

レ
ー
で
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

晴
香
さ
ん
は
「
レ
ベ
ル
の
高
い
全
国
の

選
手
達
と
一
緒
に
プ
レ
ー
で
き
た
こ
と

は
、
自
分
に
と
っ
て
良
い
経
験
に
な
っ
た
。

今
後
は
こ

の
経
験
を

生
か
し
、

ま
ず
は
イ

ン
タ
ー
ハ

イ
出
場
に

つ
な
げ
て

い

き

た

い
」
と
抱

負
を
話
し

て
い
ま
し

た
。

全国レベルでその存在を示した晴香さん全国レベルでその存在を示した晴香さん全国レベルでその存在を示した晴香さん全国レベルでその存在を示した晴香さん全国レベルでその存在を示した晴香さん全国レベルでその存在を示した晴香さん全国レベルでその存在を示した晴香さん全国レベルでその存在を示した晴香さん全国レベルでその存在を示した晴香さん全国レベルでその存在を示した晴香さん全国レベルでその存在を示した晴香さん全国レベルでその存在を示した晴香さん全国レベルでその存在を示した晴香さん全国レベルでその存在を示した晴香さん全国レベルでその存在を示した晴香さん全国レベルでその存在を示した晴香さん全国レベルでその存在を示した晴香さん



平成18年5月25日号　広報にしわが…No7◯８

広報にしわがでは、「西和賀町の行革元年」として、行政改革に関する取り組みや情報を
シリーズでお知らせしていきます。 ②

「
平
成
18
年
度
住
民
サ
ー
ビ
ス
重
点
目

標
」
は
、
今
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
か
ら
行

政
改
革
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
す
と
と
も

に
、
目
標
を
具
体
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

で
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
を
話
し
合
う

こ
と
で
、
そ
の
実
現
に
向
け
職
員
が
一
体

と
な
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

定
め
た
も
の
で
す
。

「
住
民
へ
の
接
し
方
」「
職
場
環
境
の

改
善
」「
業
務
効
率
の
改
善
」
の
３
分
野

に
区
分
し
て
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
実
現

に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
み
内
容
を
定
め

て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
と
そ

の
取
り
組
み
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

１．

明
る
く
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
行
い
、

来
庁
者
に
は
や
さ
し
く
親
し
み
の
あ
る

言
葉
で
対
応
し
、
満
足
し
て
も
ら
え
る

接
遇
を
心
が
け
ま
す
。

２．

職
員
一
人
ひ
と
り
が
住
民
に
信
頼
と

親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
、
住

民
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

３．

窓
口
担
当
課
と
の
連
携
を
密
に
し
、

分
庁
舎
方
式
の
不
便
を
感
じ
さ
せ
な
い

対
応
に
努
め
ま
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
信
頼
と
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
あ

い
さ
つ
運
動
を
推
進
し
、
明
る
い
職
場
づ

く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
職
員
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
身
だ
し
な
み
を
心
が
け
ま
す
。

ま
た
、
職
員
が
地
域
づ
く
り
の
お
世
話

を
す
る
地
域
担
当
制
を
導
入
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な

っ
て
行
う
地
域
活
動
に
、
役
場
と
し
て
積

極
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

合
併
か
ら
半
年
が
経
過
し
、
合
併
当
時

よ
り
も
分
庁
舎
方
式
に
対
す
る
不
安
や
苦

情
も
解
消
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
福
祉
や
健
康
相
談
で
は
職
員
と
直
接

相
談
で
き
る
機
会
が
少
な
い
と
い
う
声
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
利
便
性
を
高
め

る
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

住
民
へ
の
接
し
方

狭くて使いにくかった沢内庁舎のカウンターは、座っ
て対応できるように改修し、住民にも好評です。

「
サ
ー
ビ
ス
」（
ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
）
の
意

味
を
「
広
辞
苑
」
で
は

①
奉
仕

②
給
仕
。
接
待

③
商
店
で
値
引
き
し
た
り
、
客
の
便
宜
　

を
図
っ
た
り
す
る
こ
と

④
物
質
的
生
産
過
程
以
外
で
機
能
す
る

労
働
。
用
役
。
用
務

⑤
（
競
技
用
語
）
＝
サ
ー
ブ

と
説
明
し
て
い
る
。

役
場
職
員
の
場
合
の
「
サ
ー
ビ
ス
」
は

①
か
ら
④
ま
で
の
意
味
の
全
て
を
含
む
も

の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
実
際
の
サ
ー
ビ
ス
行
動
、
活

動
、
態
度
と
い
う
も
の
は
そ
う
単
純
で
は

な
い
難
し
さ
が
あ
る
。
住
民
か
ら
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
何
よ
り
そ
の
難

し
さ
を
証
明
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
改
善
の
方
法
は
何
か
と
言
え

ば
、
根
本
的
に
は
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
側

に
立
っ
て
日
常
生
活
全
般
に
わ
た
り
問
題

を
し
っ
か
り
と
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
を

求
め
る
人
、
住
民
の
身
に
な
っ
て
訴
え
を

正
し
く
聞
け
る
し
、
住
民
の
身
に
立
っ
て

の
対
応
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

サ
ー
ビ
ス
は
住
民
の
た
め
で
あ
る
こ
と

は
当
然
で
あ
る
が
、
住
民
の
た
め
に
ば
か

り
必
要
な
も
の
で
は
な
い
。
公
務
員
と
し

住
民
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
こ
と

1818年度住民サービス重点目標を策定しました年度住民サービス重点目標を策定しました
できることから改革を

平成18年度は実質的な西和賀町のスタートの年であるとともに、新町として住民の
期待に応えることのできる行政運営を行うため、町の基本構想や行政改革大綱など重要
なルール作りに着手する年でもあります。
一方で、効率的・効果的な行政運営のためには、常に行政改革の視点にたった取組み

が求められます。このたび町では「18年度住民サービス重点目標」を策定しました。
まずはできることから改革をスタートします。
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１．

職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

向
上
と
情
報
の
共
有
で
、
よ
り
よ
い
職

場
環
境
を
築
き
ま
す
。

２．

省
エ
ネ
行
動
基
準
の
策
定
に
よ
り
庁

舎
管
理
費
の
節
減
に
努
め
ま
す
。

３．

来
庁
者
も
職
員
も
居
心
地
の
よ
さ
を

感
じ
ら
れ
る
庁
舎
環
境
の
整
備
に
努
め

ま
す
。

役
場
庁
舎
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
利
用

す
る
場
所
で
あ
り
、
職
員
が
働
く
場
で
も

あ
り
ま
す
。
来
庁
者
も
職
員
も
居
心
地
の

よ
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
庁
舎
内
の
整

理
整
頓
や
庁
舎
環
境
の
整
備
に
努
め
る
と

と
も
に
、
毎
日
の
朝
礼
の
実
施
な
ど
、
職

員
間
で
情
報
を
共
有
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

１．

職
員
の
意
欲
と
能
力
が
最
大
限
発
揮

で
き
る
よ
う
な
人
事
配
置
を
行
い
ま
す
。

２．

電
算
シ
ス
テ
ム
の
有
効
活
用
な
ど
で

情
報
共
有
と
業
務
効
率
を
向
上
さ
せ
、

各
種
研
修
の
実
施
に
よ
り
職
員
の
や
る

気
と
職
務
遂
行
能
力
の
育
成
を
図
り
ま

す
。

３．

問
題
は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
報
告

・
連
絡
・
相
談
を
心
が
け
ま
す
。

分
庁
舎
方
式
と
な
っ
た
本
町
で
は
、
業

務
を
い
か
に
効
率
的
に
行
う
か
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
町
で
は
合
併
と
同
時
に
職
員

一
人
ひ
と
り
に
パ
ソ
コ
ン
を
配
備
し
、
情

報
の
共
有
や
伝
達
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
そ
の
有
効
活
用
を
図
る
と
と

も
に
、
各
種
研
修
を
実
施
し
、
西
和
賀
町

の
職
員
と
し
て
の
意
欲
と
能
力
を
喚
起
さ

せ
る
よ
う
な
職
員
育
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
職
員
間
の
連
携
や
上
司
へ
の
報

告
等
を
怠
ら
ず
、
迅
速
な
事
務
処
理
に
努

め
る
と
と
も
に
、
問
題
が
発
生
し
た
場
合

に
は
速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
整
え
ま
す
。

職
場
環
境
の
改
善

業
務
効
率
の
改
善

職場朝礼の様子（総務課）

例規システムの研修風景

各
種
電
算
シ
ス
テ
ム
の
運
用
は
業
務
遂

行
に
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
一
方
で
個
人
情
報
の
保
護
や
情
報
漏

え
い
な
ど
へ
の
対
策
も
大
き
な
課
題
と
な

り
ま
す
。

町
で
は
合
併
時
に
１
２
０
台
の
パ
ソ
コ

ン
を
導
入
し
、
従
来
使
用
し
て
い
た
も
の

も
含
め
て
職
員
一
人
に
１
台
（
病
院
、
保

育
所
等
除
く
）
を
配
備
し
て
情
報
管
理
を

一
元
化
す
る
と
と
も
に
、
情
報
の
共
有
や

事
務
処
理
の
迅
速
化
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
５
０
０
件
を
超
え
る
町
の
例
規

を
デ
ー
タ
化
し
て
検
索
や
事
務
処
理
を
容

易
に
し
た
り
、
財
務
会
計
へ
の
電
子
決
済

導
入
を
検
討
す
る
な
ど
、
電
算
シ
ス
テ
ム

の
更
な
る
有
効
活
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

電
算
シ
ス
テ
ム
の
導
入
状
況

て
の
使
命
を
果
た
す
と
い
う
の
は
、
と
り

も
な
お
さ
ず
サ
ー
ビ
ス
精
神
の
高
揚
と
サ

ー
ビ
ス
活
動
の
充
実
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
公
務
員
と
し

て
の
自
分
自
身
の
使
命
を
果
た
す
こ
と
と

一
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら

に
は
、
役
場
と
い
う
行
政
機
関
の
存
在
そ

の
も
の
の
価
値
を
決
定
し
て
い
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

今
こ
こ
に
、
平
成
18
年
度
の
「
住
民
サ

ー
ビ
ス
重
点
目
標
」
が
示
さ
れ
た
。
合
併

以
前
に
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
具
体

的
な
取
り
組
み
は
形
の
上
か
ら
判
断
さ
れ

る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
の
底
に
流
れ
て

い
る
「
サ
ー
ビ
ス
精
神
」
を
し
っ
か
り
身

に
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
、「
猿
真
似
」

に
な
り
か
ね
な
い
。
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
強
く
思
う
も
の
で
あ
る
。

「
役
場
職
員
は
、
役
場
に
ば
か
り
い
な

い
で
、
地
域
住
民
と
も
っ
と
一
緒
に
活
動

し
て
ほ
し
い
。
地
域
住
民
の
願
い
や
活
動

を
共
有
し
、
協
働
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

願
い
に
胸
を
張
っ
て
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

さ
ら
な
る
努
力
を
し
よ
う
と
思
う
。

こ
の
「
重
点
目
標
」
を
飾
り
物
に
し
て

は
な
ら
な
い
。
全
職
員
の

“創
意
”
と

“熱
意
”
と

“誠
意
”
あ
る
日
常
実
践
に

期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

シ
ョ
ン
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
関
し

て
は
、
昼
休
み
の
消
灯
や
紙
な
ど
消
耗
品

の
節
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
行
動
基
準

を
策
定
し
、
役
場
全
体
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

町
長

高
　
橋
　
　
繁
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５
月
14
日
、
16
日
と
17
日
銀

河
ホ
ー
ル
で
西
和
賀
町
国
際
文

化
交
流
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
来
日
し
た
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
青
年
劇
場
か
ら
は
、
芸
術

監
督
の
ビ
ク
ト
ル
・
ガ
ル
キ
ン

さ
ん
ほ
か
俳
優
９
人
や
関
係
者

が
来
町
し
ま
し
た
。

５
月
14
日
は
、
ガ
ル
キ
ン
監

督
に
よ
る
演
劇
指
導
が
行
わ
れ

盛
岡
市
や
横
手
市
な
ど
か
ら
演

劇
関
係
者
が
集
い
、
夕
食
を
は

さ
み
な
が
ら
お
よ
そ
６
時
間
に

わ
た
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
演

劇
講
座
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
演

技
指
導
を
中
心
に
、
そ
の
方
法

な
ど
を
紹
介
。
ガ
ル
キ
ン
監
督

は「
パ
ー
ト
ナ
ー
を
よ
く
見
て
、

パ
ー
ト
ナ
ー
の
す
る
事
を
真
似

る
こ
と
。
そ
し
て
、
練
習
中
で

も
集
中
し
て
や
る
こ
と
」
な
ど

と
説
明
し
な
が
ら
参
加
者
ら
と

楽
し
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
ま
し
た
。

５
月
16
日
と
17
日
は
演
劇
公

開
。
初
日
は
一
般
向
け
に
公
開

さ
れ
、
二
日
目
は
西
和
賀
高
等

学
校
の
芸
術
鑑
賞
と
し
て
公
演

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
上
演
さ
れ
た
劇
は
ロ
シ

ア
名
で
「
猿
の
お
嫁
さ
ん
ー
よ

て
こ
」
で
、「
う
た
よ
み
ざ
る
」

が
元
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
う

た
よ
み
ざ
る
」
と
は
川
尻
に
在

住
の
川
村
光
夫
さ
ん
が
お
母
さ

ん
か
ら
聞
い
た
話
を
題
材
に
し

て
作
り
上
げ
た
西
和
賀
発
の
民

話
劇
で
す
。

こ
の
光
夫
さ
ん
の
脚
本
が
、

ロ
シ
ア
演
劇
関
係
者
の
目
に
と

ま
り
、
ロ
シ
ア
で
公
演
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
里
帰

り
公
演
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。

「
昔
む
が
し
あ
る
け
ず
ぉ
ん
」

で
始
ま
る
う
た
よ
み
ざ
る
は
、

人
間
が
猿
を
利
用
し
よ
う
と
す

る
が
、逆
に
猿
を
愛
し
た
人
間
が

つ
い
に
は
人
間
か
ら
迫
害
を
受

け
て
し
ま
う
と
い
う
内
容
で
す
。

劇
で
は
、
最
初
に
ぶ
ど
う
座

の
俳
優
か
ら
あ
ら
す
じ
の
紹
介

が
あ
り
、
劇
そ
の
も
の
は
ロ
シ

ア
語
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

英
語
と
は
違
っ
て
聞
き
慣
れ

な
い
異
国
の
言
葉
、
し
ぐ
さ
や

格
好
に
観
客
達
は
む
し
ろ
イ
メ

ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら
観

劇
し
て
い
ま
し
た
。

ガ
ル
キ
ン
監
督
は
「
こ
の
来

町
公
演
で
、
私
た
ち
が
お
互
い

を
さ
ら
に
知
り
、友
好
を
深
め
、

相
互
理
解
、
創
造
活
動
の
拡
大

に
つ
な
が
っ
て
欲
し
い
。
そ
し

て
、
文
化
交
流
が
よ
り
盛
ん
に

な
っ
て
い
く
こ
と
を
強
く
願
っ

て
や
ま
な
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

西
和
賀
町
と
ロ
シ
ア
と
の
交

流
は
、
光
夫
さ
ん
の
脚
本
に
端

を
発
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を

縁
に
平
成
７
年
に
は
、
銀
河
ホ

ー
ル
で
ロ
シ
ア
・
オ
ム
ス
ク
市

立
第
５
劇
場
と
劇
団
ぶ
ど
う
座

の
合
同
公
演
が
行
わ
れ
て
以

来
、
ロ
シ
ア
と
の
文
化
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で

２
年
に
一
度
行
わ
れ
て
い
る
日

本
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
個
人
や

団
体
な
ど
２
０
０
０
人
ほ
ど
が

集
う
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
・
ビ
エ

ン
ナ
ー
レ
と
言
わ
れ
る
日
本
文

化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
町

内
か
ら
も
ぶ
ど
う
座
を
始
め
、

湯
田
み
か
ぐ
ら
な
ど
が
参
加
し

相
互
に
文
化
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
来
年
は
坂
本
神
楽

団
（
前
郷
）
が
参
加
す
る
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
こ
ん
な

指
導
も
（
ガ
ル
キ
ン
監
督
・
左
）

海を渡って里帰り

西和賀町国際文化交流事業

ウラジオストク発のうたよみざるウラジオストク発のうたよみざる

「猿のお嫁さん－よてこ」「猿のお嫁さん－よてこ」「猿のお嫁さん－よてこ」「猿のお嫁さん－よてこ」「猿のお嫁さん－よてこ」「猿のお嫁さん－よてこ」「猿のお嫁さん－よてこ」「猿のお嫁さん－よてこ」「猿のお嫁さん－よてこ」「猿のお嫁さん－よてこ」「猿のお嫁さん－よてこ」「猿のお嫁さん－よてこ」「猿のお嫁さん－よてこ」「猿のお嫁さん－よてこ」「猿のお嫁さん－よてこ」「猿のお嫁さん－よてこ」「猿のお嫁さん－よてこ」
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４
月
20
日
沢
内
バ
ー
デ
ン
で
、
旧
町
村

の
納
税
貯
蓄
組
合
の
解
散
が
行
わ
れ
、
引

き
続
き
西
和
賀
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

設
立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
新
規
約
が
承
認
さ
れ
た
ほ

か
、
新
役
員
と
し
て
会
長
に
は
高
橋
強
さ

ん
（
川
尻
）、
副
会
長
に
は
吉
田
敏
郎
さ

ん
（
川
舟
）
と
高
橋
芳
勝
さ
ん
（
耳
取
）

な
ど
を
選
出
し
ま
し
た
。

納
税
組
合
で
は
、
単
位
組
合
相
互
の
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
国
税
や
地
方
税
の
納

期
内
の
完
納
、
納
税
意
識
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
設
立
に
よ
り
単
位
納
税
組
合

は
、
湯
田
の
42
組
合
と
沢
内
の
21
組
合
を

併
せ
た
63
組
合
と
な
り
ま
し
た
。

合
併
の
関
係
に
よ
り
、
各
種
税
金
の
納

付
期
限
に
変
更
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

広
報
に
し
わ
が
お
知
ら
せ
版
４
月
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

西
和
賀
町
納
貯
連
設
立
総
会

税
の
完
納
目
指
し

森
林
組
合
と
は
、
地
域
の
森
林
所
有
者

が
組
合
員
と
な
っ
て
、
林
業
経
営
を
効
率

的
に
行
う
こ
と
で
、
組
合
員
の
経
済
的
、

社
会
的
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
団
体
で
す
。

現
在
町
に
は
２
つ
の
森
林
組
合
が
あ
り
、

先
ご
ろ
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
交
代
が

あ
り
ま
し
た
。

４
月
に
湯
田
森
林
組
合
（
正
組
合
員
数

４
８
９
人
）
の
理

事
会
が
行
わ
れ
そ

の
結
果
、
赤
坂
祐

三
さ
ん
（
湯
本
）

が
代
表
理
事
組
合

長
に
再
任
さ
れ
た
ほ
か
、
常
務
理
事
に
は

高
橋
重
一
さ
ん
（
湯
之
沢
）、
代
表
監
事

に
は
佐
々
木
保
夫
さ
ん
（
左
草
）
な
ど
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
く
沢
内
村
森
林
組
合
（
正

組
合
員
数
４
８
５
人
）
で
も
３
月
に
理
事

会
が
行
わ
れ
そ
の
結
果
、
代
表
理
事
組
合

長
に
は
照
井
洸こ

う

さ
ん
（
長
瀬
野
）
が
再
任

さ
れ
た
ほ
か
、
筆

頭
理
事
に
は
近
藤

安
人
さ
ん
（
猿

橋
）
、
代
表
監
事

に
は
高
橋
廣
明
さ

ん
（
川
舟
）
な
ど
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

２
つ
の
組
合
で
は
、
統
合
に
向
け
た
協

議
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
合
併
に
か
か

る
具
体
的
な
日
程
や
内
容
な
ど
は
現
在
の

と
こ
ろ
未
定
で
す
。

両
森
林
組
合

任
期
満
了
で
役
員
改
選

４
月
22
日
湯
田
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
た
西
和
賀
農
業
協
同
組
合

（
正
組
合
員
数
２

０
０
５
人
）
の
第

31
回
通
常
総
会

で
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
な
わ
れ
た
第
３
回
理
事
会

で
理
事
の
互
選
に
よ
り
、
新
体
制
が
決
ま

り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
組
合
長
に
は
佐
々
木
覓

も
と
む
さ

ん
（
太
田
）
が
再
任
さ
れ
た
ほ
か
、
専
務

理
事
に
は
吉
田
正
志
さ
ん
（
川
舟
）、
信

用
担
当
常
勤
理
事
に
は
高
橋
弘
さ
ん
（
巣

郷
）
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
続
く
４
月
26
日
の
第
４
回
理
事

会
で
は
、
農
業
委
員
会
へ
の
団
体
推
薦
委

員
と
し
て
理
事
の
新
田
幾
雄
さ
ん
（
両
沢
）

が
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
代
表
監
事
に
は
田

村
米
雄
さ
ん
（
鷲
之
巣
）
な
ど
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

農
協
で
役
員
改
選

佐
々
木
組
合
長
は
再
任

総会であいさつする高橋会長

西
和
賀
町
統
計

調
査
員
協
議
会
の

設
立
総
会
が
、
５

月
８
日
沢
内
バ
ー

デ
ン
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
町
長
か
ら
登
録
調
査

員
に
登
録
通
知
書
が
交
付
さ
れ
、
続
け
て

「
社
会
や
経
済
の
状
態
を
具
体
的
に
数
字

で
現
す
の
が
統
計
調
査
。
こ
の
情
報
を
も

と
に
様
々
な
施
策
を
取
り
組
ん
で
お
り
、

調
査
員
の
仕
事
は
大
変
重
要
な
職
務
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
規
約
や
事
業
計
画
を
審
議

し
、
会
長
に
は
照
井
重
光
さ
ん
（
長
瀬
野
）

を
選
出
し
ま
し
た
。

統
計
調
査
員
協
議
会
は
、
登
録
調
査
員

の
集
ま
り
で
す
。
登
録
調
査
員
と
は
、
国

勢
調
査
や
農
林
業
セ
ン
サ
ス
な
ど
各
種
統

計
調
査
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

従
事
希
望
者
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
、
調

査
の
際
に
原
則
と
し
て
そ
の
登
録
調
査
員

が
調
査
を
行
う
も
の
。

統
計
調
査
結
果
は
町
な
ど
の
施
策
に
大

き
く
か
か
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
調
査
の

際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

西
和
賀
町
統
計
調
査
員
協
議
会
設
立

調
査
に
迅
速
に
対
応

照井会長

佐々木組合長 赤坂組合長

照井組会長
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灯灯
籠籠
のの
絵絵
付付
けけ
２２５５
年年

子
野
日
範
男
さ
ん
（
川
尻
・
63
才
）

たたくくみみ 子
野
日
範
男
さ
ん
は
、
木
工
業
が
本
職

で
す
が
、
錦
秋
湖
湖
水
ま
つ
り
実
行
委
員

の
一
人
と
し
て
毎
年
、
湖
水
ま
つ
り
の
灯

籠
の
絵
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

湖
水
ま
つ
り
の
灯
籠
は
、
お
客
さ
ん
が

素
通
り
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
第
３

回
目
か
ら
湯
田
庁
舎
前
の
国
道
沿
い
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
は
一
面
だ
け
だ
っ

た
も
の
が
、
そ
の
後
に
両
面
に
な
り
、
国

道
の
両
側
に
一
つ
ず
つ
の
灯
籠
が
設
置
さ

れ
る
の
で
現
在
で
は
４
枚
を
書
き
上
げ
ま

す
。以

来
、
25
年
間
、
実
行
委
員
会
内
で
は

唯
一
の
画
伯
と
し
て
四
半
世
紀
に
わ
た
り

書
き
続
け
て
い
ま
す
。

「
絵
は
全
部
自
己
流
よ
。
俺
は
よ
、
日
本

画
だ
が
ら
よ
。
油
絵
は
や
っ
た
こ
と
が
な

い
。
小
学
校
２
年
生
か
ら
好
き
で
書
い
て

い
る
」
と
言
い
ま
す
。

範
男
さ
ん
は
手
先
が
器
用
で
、
本
当
は

仏
像
な
ど
を
彫
る
彫
刻
を
や
り
た
か
っ
た

そ
う
で
す
が
「
彫
刻
で
と
っ
て
け
る
ど
ご

ね
が
っ
た
。
そ
れ
で
、
建
具
屋
の
弟
子
に

な
っ
た
」
と
現
在
の
職
を
選
び
ま
し
た
。

自
宅
の
本
棚
に
は
、
一
冊
数
万
円
も
す

る
美
術
書
が
数
十
冊
所
蔵
し
て
あ
り
ま

す
。
し
か
し
「
見
ね
ば
だ
め
よ
。
本
よ
り

は
本
物
の
方
が
感
動
す
る
」
と
い
い
、

「
日
本
画
の
持
つ
独
特
な
奥
行
き
や
、
色

の
ぼ
か
し
加
減
な
ど
そ
の
辺
に
ず
っ
と
惹

か
れ
る
」
と
日
本
画
に
こ
だ
わ
る
理
由
を

話
し
ま
す
。

ま
た
、
秋
田
市
に
あ
る
ア
ト
リ
オ
ン
で

毎
年
行
わ
れ
る
美
術
展
に
は
か
か
さ
ず
に

行
く
そ
う
で
す
。
作
家
に
よ
り
描
き
方
や

構
図
の
違
い
な
ど
本
物
を
み
る
こ
と
が
勉

強
に
な
る
と
言
い
ま
す

灯
籠
の
絵
付
け
を
す
る
際
に
、「
大
変

な
の
が
題
材
と
構
図
」
だ
と
言
い
ま
す
。

「
灯
籠
に
は
同
じ
絵
は
描
か
な
い
と
意
地

を
は
っ
て
い
る
。
い
っ
た
ん
決
ま
れ
ば
、

下
書
き
は
、
一
晩
に
一
枚
書
け
る
。
あ
と

は
色
つ
け
。
電
気
が
灯
く
と
色
の
む
ら
が

気
に
な
る
。
む
ら
だ
さ
ね
よ
う
に
色
を
塗

る
の
も
難
儀
す
る
」
と
、
色
や
輝
き
を
増

す
た
め
に
下
地
塗
り
を
し
た
り
、
蝋ろ

う

を
ぬ

っ
た
り
と
工
夫
し
て
い
ま
す
。

こ
の
作
業
は
、
実
行
委
員
と
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
。
作
業
は
仕
事
の
終
わ
っ
た
後
。

範
男
さ
ん
の
自
宅
の
２
階
の
特
設
作
業
場

で
実
行
委
員
の
仲
間
も
集
ま
り
範
男
さ
ん

の
指
示
で
作
業
を
始
め
ま
す
。
作
業
は
深

夜
ま
で
も
及
び
、
手
伝
い
の
仲
間
達
と
わ

い
わ
い
が
や
が
や
作
業
が
続
き
ま
す
。
ま

つ
り
の
二
週
間
前
か
ら
が
勝
負
と
言
い
ま

す
。作

業
中
は
「
あ
ん

ま
り
う
ま
い
だ
の
、

へ
た
だ
の
と
言
う
と

誰
も
絶
対
手
を

だ
さ
ね
。
だ
ま

っ
て
る
」
と
い

う
こ
と
で
必
要

最
小
限
の
指
示

に
。
作
業
が
終

わ
る
と
大
好
き

な
日
本
酒
を
仲

間
と
交
わ
し
反

省
会
。

ま
た
、「『
毎

年
楽
し
み
に
し

て
い
る
』
と
声

を
掛
け
ら
れ
た

り
す
る
。
ご
ま

か
し
た
り
で
ぎ
ね
。
実
行
委
員
は
み
ん
な

60
過
ぎ
で
し
ま
っ
た
。
ん
だ
ど
も
、
こ
れ

ね
ぐ
す
ど
春
の
雰
囲
気
が
ね
ー
の
な
。
大

変
な
ご
ど
は
分
か
る
が
、
こ
の
町
の
雰
囲

気
を
出
す
ど
す
れ
ば
、
こ
う
い
う
行
事
は

続
け
で
い
が
ね
ば
な
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。仕

事
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
各
地
の
美
術

館
を
訪
れ
る
の
を
楽
し
み
に
、
自
在
に
曲

線
を
描
き
、
色
を
重
ね
て
い
く
範
男
さ
ん

で
し
た
。

今
回
は
５
月
20
日
に
設

置
さ
れ
、
お
客
さ
ん
を

歓
迎
し
て
い
ま
す
。

ね

の

ひ

・
・

「大変なのは題材と構図」
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●
携
帯
電
話
中
の
一
時
停
車

平
成
16
年
11
月
か
ら
、
走
行
中
の
携

帯
電
話
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
電
話
に
気
を
と
ら
れ
事

故
が
多
発
し
た
こ
と
が
原
因
だ
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
最
近
ウ
イ
ン
カ
ー
も

出
さ
ず
に
道
路
の
真
ん
中
や
カ
ー
ブ
に

停
車
し
て
い
る
車
両
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
多
く
の
車
は
、
携
帯
電
話
中
で

す
。
法
律
で
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
止
ま

っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
理
解
で
き
ま
す

が
、
せ
め
て
後
続
車
に
停
車
を
知
ら
せ

る
ウ
ィ
ン
カ
ー
を
点
灯
さ
せ
る
、
道
路

脇
に
車
両
を
寄
せ
る
、
そ
の
く
ら
い
は

し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

「
急
い
で
い
る
か
ら
こ
そ
の
携
帯
電

話
だ
」
と
い
う
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
最
低
限
の
交
通
ル
ー
ル
は
守

っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

（
湯
本
・
30
歳
代
・
男
性
）

早
く
正
確
に
お
客
様
へ
郵
便
を
お
届

け
す
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
な
に
と
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

川
尻
郵
便
局
長

●
最
近
、
郵
便
物
の
配
達

が
遅
く
な
り
ま
し
た
。
ど

う
し
て
で
す
か
？

冬
の
間
は
午
前
10
時
半

ご
ろ
配
達
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
で
は
午
後
２
時
半

ご
ろ
の
配
達
で
、
遅
い
と

き
は
午
後
４
時
を
過
ぎ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
せ
め

て
午
前
中
に
配
達
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。

（
湯
田
・
60
歳
代
・
男
性
）

★
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
川
尻
郵
便
局
か

ら
次
の
よ
う
な
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。い

つ
も
郵
便
局
を
ご
利
用
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
ご
質
問
の
件
で
す
が
、
大
変

ご
不
便
を
お
か
け
し
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
郵
便
局
は
、
お
客
様
に
な
る
べ

く
安
い
料
金
で
郵
便
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

用
い
た
だ
く
た
め
に
、
日
々
効
率
化
を

図
り
経
営
努
力
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

こ
の
た
め
当
局
に
お
い
て
も
、
効
率

的
な
配
達
順
路
と
す
る
た
め
、
平
成
18

年
４
月
１
日
か
ら
順
路
を
見
直
し
た
結

果
、
ご
質
問
の
と
お
り
、
従
来
の
配
達

時
間
よ
り
も
遅
く
な
っ
た
一
部
地
域
が

生
じ
た
次
第
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
少
し
で
も

住
所
や
氏
名
の
記
載
の
な
い
お
便

り
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
所
や

氏
名
は
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

氏名の記載を
・希望する　・希望しない
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【 】のことについて

「
天
保
の
飢
餓
の
と
き
西
和
賀
町
か
ら

食
料
を
求
め
て
雄
物
川
町
に
向
か
い
力
尽

き
て
大
勢
の
人
が
亡
く
な
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
慰
霊
祭
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
こ
こ
に
住
ん
で
か
ら
初
め
て
知
り

ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
西
和
賀
町
と
の
深

い
縁
を
感
じ
ま
し
た
」
と
い
う
衆
子
さ
ん
。

舞
台
俳
優
と
し
て
全
国
各
地
で
公
演
活

動
を
行
な
い
、
西
和
賀
に
嫁
い
で
５
年
目

を
迎
え
ま
す
。

出
身
地
を
教
え
て
く
だ
さ
い

秋
田
県
横
手
市
雄
物
川
町
で
す
（
昨
年

10
月
１
日
に
横
手
市
と
合
併
し
ま
し
た
）

現
在
の
お
仕
事
や
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い

普
段
は
専
業
主
婦
で
す
が
、
所
属
し
て

い
る
劇
団
ぶ
ど
う
座
で
の
地
域
演
劇
祭
を

は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
演
劇
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

西
和
賀
町
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
理
由
を

教
え
て
く
だ
さ
い
　

銀
河
ホ
ー
ル
が
完
成
し
こ
け
ら
落
と
し

公
演
に
出
演
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
毎
年

の
よ
う
に
ぶ
ど
う
座
の
公
演
に
客
演
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
９
年
目

に
主
人
と
知
り
合
い
結
婚
し
て
こ
の
町
に

住
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

出
身
地
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？

横
手
盆
地
の
西
側
に
位
置
し
て
い
て
町

の
中
央
を
雄
大
な
雄
物
川
が
流
れ
て
い
ま

す
。
農
業
が
主
で
、
最
近
で
は
ほ
場
整
備

が
行
わ
れ
、
広
大
な
田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

出
身
地
の
特
産
品
を
教
え
て
く
だ
さ
い

「
す
い
か
」
で
す
。

出
身
地
の
有
名
人
を
教
え
て
く
だ
さ
い

野
球
選
手
の
ス
タ
ル
ヒ
ン
の
奥
さ
ん
の

出
身
で
お
墓
が
あ
る
そ
う
で
す
。
ほ
か
に

は
エ
レ
ク
ト
ー
ン
奏
者
の
高
橋
レ
ナ
さ
ん

が
い
ま
す
。

出
身
地
の
名
所
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を

教
え
て
く
だ
さ
い

沼
の
柵
で
す
。
後
三
年
の
役
の
と
き
の

沼
の
柵
合
戦
の
本
城
の
跡
が
あ
り
ま
す
。

特
徴
的
な
方
言
を
教
え
て
く
だ
さ
い

近
い
の
で
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
「
は

ま
る
」→

ご
ち
そ
う
す
る
こ
と
、「
い
だ

ま
し
」→

も
っ
た
い
な
い
こ
と
、「
う
ど

ち
ら
し
」→

か
わ
い
そ
う
だ
、「
ち
ら
ま

し
に
ゃ
」→

悲
惨
な
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

①

秋田県横手市
雄物川町

で
も
こ
の
あ
た
り
で
も
使
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

生
ま
れ
変
わ
っ
た
時
も
西
和
賀
町
に
住
ん

で
い
る
と
思
い
ま
す
か
？

そ
う
あ
れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
。
仕

事
柄
全
国
各
地
を
巡
り
ま
し
た
が
、
や
は

り
冬
の
厳
し
さ
も
含
め
て
一
番
好
き
な
町

で
す
。

５
月
17
日
、
ロ
シ
ア
公
演
の
交
流
会
に
出
演

す
る
衆
子
さ
ん

こ
こ

タイトル



◯広報にしわが…No7 平成18年5月25日号１５

○給付の方法
医療機関、調剤薬局の窓口で①に該当する方は、結核予防法における一部負担金を②に該当する方は、医療保険各法

に定める一部負担金を③に該当する方は、障害者自立支援医療における自己負担限度額を支払った後、保健福祉課又は
総合サービス課の窓口で、領収書を申請書に添付して医療費給付の手続きを行うと、２ヵ月後に指定の口座へ振込みます。

※１　表中の１医療機関の中には、調剤薬局も含まれます。
※２　表中のレセプトとは、診療報酬明細書のことで、各医療機関等（総合病院の場合は診療科ごと）から保険者に医

療費を請求する際の個人ごとの明細書のことです。
※３　対象となる方は、県内、県外問わず全ての医療機関と調剤薬局及び、全ての診療科での受診が給付の対象になり

ますので、領収書はなくさないようにしてください。
※４　県単独事業の重度医療給付と同様の所得制限がありますので、一定以上の所得がある方は対象外になります。

結核療養者と精神障害者に医療費を給付します
旧沢内村が単独事業として実施していた「結核、精神病等医療費給付事業」を平成18年4月1日から西和賀町の単独

事業として実施します。

対　　　象　　　者

西和賀町内

に住所があ

る方で、

１医療機関、

１ヶ月、１レ

セプトあたり

・入院で5,000円までの自己負担
・外来で1.500円までの自己負担

・入院で5,000円までの自己負担

・外来で1,500円までの自己負担

①結核予防法の第34条に定める医療
を受けることとなった方

②精神障害者保健福祉手帳の交付を受
けている方

③自立支援医療における自立支援医療受
給者証（精神通院）を所持されている方

給　付　の　内　容

※市町村民税
が非課税世
帯の方は全
額給付され
ます。
(自己負担は
ありません。)

※１　育成医療の経過措置及び「一定所得以上」かつ「重度かつ継続」の方に対する経過措置は、施行後３年を経た段
階で医療実態等を踏まえて見直されます。

※２　高額治療継続者（「重度かつ継続」）の対象者は
①更生医療、育成医療　腎臓機能、小腸機能又は免疫機能障害がある方。
②精神通院医療で統合失調症、躁うつ病・うつ病、てんかん、認知症等の脳機能障害若しくは薬物関連障害（依
存症等）の方又は、集中・継続的な医療を要する方として精神医療に一定以上の経験を有する医師が判断した方。
③疾病に関わらず、高額な費用負担が継続することから対象となる方（医療保険の多数該当の方）。

このページのお問い合わせは、保健福祉課（沢内庁舎） 85-3412まで

障害に係る公費負担医療は自立支援医療に変わります
１．対 象 者　　・従来の精神通院医療、育成医療、更生医療の対象となる方と同様の疾患を有する方
２．給付水準　　・自己負担については原則として医療費の１割負担ですが、世帯の所得水準に応じてひと月当たりの

負担に上限額を設定しています。
・世帯の単位は、住民票上の家族ではなく、同じ医療保険に加入している家族を同一世帯とします。

一定所得以下 中間所得層 一定所得以上

負担上減月額：医療保険の自己負担限度額

生活保護世帯

生活保護

負担0円

低所得１

負担上減月額
2,500円

低所得２

負担上減月額
5,000円

市町村民税非課税
本人収入が

80万円未満の方

市町村民税非課税
本人収入が

80万円以上の方

市町村民税が2万円
未満下の方
（所得割）

負担上限月額
10,000円

中間所得層１
負担上限月額
5,000円

中間所得層２
負担上限月額
10,000円

一定以上所得以上
（重度かつ継続）※2
負担上限月額
20,000円

負担上限月額
40,200円

市町村民税が2万円
以上20万円未満の方
（所得割）

市町村民税が
20万円以上の方
（所得割）

一定所得以上
公費負担の
対象外

医療保険の
負担割合・
負担限度額

中間所得

育成医療の経過措置　※1

高額治療継続者（「重度かつ継続」） ※2
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区分

件数

火災出場件数

0件
（1件）

損　害　額

0円
（819万8,000円）

区分

件数

搬送
人員

0件
（7件）
0人
（6人）

10件
（43件）
10人
（41人）

6件
（38件）
5人

（36人）

16件
（88件）
15人
（83人）

救急出場件数

交通 急病 その他
合計

（ ）は1月からの累計

■救急

■火災

戸　籍　の　窓 （敬称略）
土木部では、6月5日から9日に
かけて「建設リサイクル法に関
するパトロール」を実施します。
建設・建築工事で発生したア

スファルトやコンクリートなど
の特定建設資材は、分別解体し、
再資源化することが法律で義務
付けられています。資源と環境
保全のため、必ず建設リサイク
ルの届出を行いましょう。
問合先／県南広域振興局北上総
合支局土木部●65-2738

農薬の散布に注意を！
食品の安全を確保する新しい

制度（ポジティブリスト制度）
が、5月29日から始まります。
この制度は、全ての農薬につ

いて、農産物に一定の基準以上
の残留がある場合、その農産物
の流通を原則禁止するもので
す。
家庭菜園や庭木、農地等で使

用した農薬が風で飛散して、隣
の農地の農産物に付着した場合
でも、その農産物の流通が停止
されることがあります。そうし
た場合には補償問題となること
もありますので、農薬の使用に
は十分注意してください。
問合先／ポジティブリスト制度
に関しては県庁保健衛生課
●019-629-5467、農薬の使用に
関しては県庁農業普及技術課
●019-629-5654

外国人不法滞在・不法就労防止
不法滞在外国人による犯罪が

多発しています。来日外国人に
よる犯罪の多くが、不法に日本
国内に滞在している外国人によ
るものです。
また、不法滞在外国人の多く

が不法就労者であり、日本で働
くための在留期間が過ぎたまま
滞在しています。
不法滞在している外国人を雇

用しないことが、不法滞在と犯
罪被害の防止つながります。
不法滞在や不法就労に関する

情報をお持ちの方は、最寄りの
警察署・交番・駐在所までご連
絡ください。
北上警察署●61-0110、湯田駐
在所●82-2101、湯本駐在所●
84-2129、沢内駐在所●85-2210

焼地台公園を開園しました
焼地台公園は今月13日から開

園しました。ジャンボスライダ
ーなどの営業日は土・日・祝日
で、夏休み期間中は平日も営業
します（雨天の際は休業）。た
だし、営業期間は10月までです。
問合先／湯田産業公社●82-
2211

特設人権相談所を開設
全国人権擁護委員連合会で

は、6月1日を「人権擁護委員の
日」と定め、この日を中心に
「特設人権相談所」を開設しま
す。お気軽にご利用ください。
日時／6月15日（木）10:00～
12:00
会場／沢内老人福祉センター
（太田）
相談内容／いじめ、体罰、家庭
内の問題、借地借家の問題、隣
近所とのもめごと、外国人差別
など人権に関する悩み全般
問合先／盛岡地方法務局花巻支
局●0198-24-8311

テレビの電波障害が発生
毎年5月から8月頃にかけて、

テレビの電波が乱れることがあ
ります。日中に発生することが
多く、VHFの1～3チャンネル
にのみ発生するのが特徴です。
原因は自然現象による外国電波
の飛来によるもので、完全に防
ぐことができません。ご理解を
お願します。
問合先／NHK視聴者コールセ
ンター●0570-003434（受付時
間　9:00～22:00）

項　目
転　入
転　出
出　生
死　亡
人　口
男
女
世帯数

24
20
3
10

7,584
3,556
4,028
2,535

実　数
―
―
―
―
－3
－5
2
11

前月との比較

（4月末現在）

お悔やみ申し上げます

※掲載を希望しない事も出来ます。届け出の際に
お申し付けください。

１６

照　井　良　一
藤　原　タ　マ
照　井　　　榮
高 橋　洋　子
佐々木　光　男
高 橋　順太郎

・64歳・
・80歳・
・81歳・
・69歳・
・66歳・
・85歳・

大　野
川　舟
上野々
太　田
小繋沢
川尻一区

火災・救急の状況

4月17日～5月18日受付分

（4月分）

佐　藤　暁
あき

人
と

深　澤　美
み

桜
お

高　橋　大
やま

和
と

佐　藤　　　星
きらり

平　澤　美
み

鈴
すず

・男

・女

・男

・女

・女

越中畑

新　町

川尻二区

川　舟

泉　沢

ご誕生
おめでとうございます

・達也・

・ 裕 ・

・ 司 ・

・和雄・

・和行・

交通事故の状況 （4月分）

物損
実数
累計

8
（73）

1
（14）

1
（11）

0
（0）

1
（1）

負傷 人身 死亡 飲酒

（ ）は1月からの累計

そ　の　他

末永くお幸せに

小田島　　　健
伊　藤　絵　美

間木野
清水ケ野）

高�

高�
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平成18年度入林券を販売
雪解けとともに、山菜採りの

シーズンとなりました。
山菜採りをする際は、入林券

を購入しマナーを守り入山しま
しょう。

販売箇所／湯田町観光協会（ほ
っと湯田駅前　湯夢プラザ内）
または農林課（沢内庁舎）
問合先／場農林課（沢内庁舎）
●85-3415

児童手当等の現況届の提出を
児童手当等を受けている方は、
毎年6月に「現況届」を役場保
健福祉課に提出しなければなり
ません。提出がない場合は、6
月分以降の手当が支給できなく
なりますので期限内に提出して
ください。
なお対象者には、現況届用紙

を送付します。また、制度拡大
による申請は随時受け付けてい
ます。
○必要なもの
・国民年金以外の年金加入の方
は、健康保険証・組合員証等の
写し（保険証に勤務先が明記さ
れていない場合、余白に記入を
お願いします）
・前の住所地の市区町村長が発
行する児童手当用所得証明（今
年1月1日に住所がなかった場合
のみ提出）
・その他、必要に応じて提出す
る書類があります。
提出期限／6月26日（月）まで
問合先／保健福祉課（沢内庁舎）
●85-3412

学校施設の開放
学校開放は、町内各小中学校

のグランド及び体育館を町民の

スポーツ・レクリエーション活
動や子どもの遊び場として、ス
ポーツ団体などに開放し地域の
体育振興などを図るものです。
利用方法／利用団体の登録をし
て利用申請を各学校で手続きし
てください。
開放日／学校施設の開放は、
土・日、長期休業日や授業のあ
る日は授業に影響の無い時間帯
です。
その他／利用に当っては、火気
の取り扱いに十分注意し、使用
後は掃除をしてもらいます。
問合先／各学校の教頭、又は教
育委員会学務課（沢内庁舎）●
85-2337

交通災害共済加入受付
平成18年度の交通災害共済の

加入申込を6月1日から開始しま
す。今年度も各地区役員が取り
まとめにうかがいますので、加
入を希望される方はこの機会に
お申し込みください。
期間／6月1日（木）～7月31日（月）
掛金／加入者1人につき年額400円
問合先／生活環境課（湯田庁舎）
●82-3283、または岩手県市町
村総合事務組合●019-622-6279

住まいづくりに助成
町では、浴室・トイレの改修、
手すりの取り付けや段差解消な
ど、高齢者や重度身体障害者の
住む住宅の改善事業を行った際
に、その改修費を補助します。
目的／高齢期を迎えた方や障害
者の方が安心して暮らしていけ
るよう住宅における改善などに
要する経費に対し、補助します。
補助金の対象者／要援護高齢者及
び重度身体障害者（所得制限あり）
補助額／補助事業に要する費用
の3分の2以内とし、60万円を限
度とします。
申請方法／工事を開始する前に
役場の保健福祉課に申請してく
ださい。着工後の申請は対象に
なりません。

募集期間／5月25日（木）～6月20日（火）
問合先／担当のケアマネージャ
ー、地域包括支援センター(沢
内病院内)●85-3137、同支所
（悠々館）●84-2161、保健福祉
課（沢内庁舎）●85-3412

林地開発には許可が必要です
民有林（森林法第5条に基づ

く地域森林計画対象森林）にお
いて、1㌶を超える林地開発行
為（土石の採掘、農地・宅地・
事業場などの造成及び廃棄物な
どの処分場造成など、土地の形
質を変更する行為）を行おうと
する場合は、あらかじめ知事の
許可を受ける必要があります。
問合先／県南広域振興局北上総
合支局農林部林務課●65-2733、
または農林課（沢内庁舎）●
85-3415

喫煙で脳梗塞に!!
5月31日～6月6日は禁煙週間

です。喫煙は、喫煙する方だけ
でなく非喫煙者にも大きな影響
を及ぼします。この機会に喫煙
のことを考えてみましょう。
○たばこを吸うことで
・血液中の悪玉コレステロール
を増やしたり、血管の中で血液
を固まりやすくしたりする働き
があるので、虚血性心疾患や脳
梗塞の原因になります。
・肺気腫や慢性気管支炎等の原
因になります。
・肌の荒れ、しみ、しわなどを
起こし、美容の大敵です。また、
妊娠中の喫煙は、低体重児の出
産や、早産、流産の危険を高め
る原因になります。
・歯周疾患、口臭などの原因に
なります。
問合先／保健福祉課（沢内庁舎）
●85-3412

建設リサイクル法パトロール
県南広域振興局北上総合支局

役 場 か ら

１７

国や県から

組合員の方

組合員外の方

町外の方

年　券

1,500円

2,000円

5,000円

１日券

300円

500円

1,000円
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地球環境にやさしい大豆インキを使用しています古紙配合率100％再生紙を使用しています
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西和賀町の歴史・文化・観光施設・イベ
ントなどを紹介します
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■キバナイカリソウ
メギ科イカリソウ属に属するキバナイカリソウ。
花の形が船の「錨」に似ていることが名前の由来で

す。また、ちょうど鳥が飛んでいるようにも見えます。

■
広
報
に
し
わ
が
　
平
成
１８
年
５
月
２５
日
発
行
　
岩
手
県
和
賀
郡
西
和
賀
町
・

発
行
人
・
高
橋
繁
／
編
集
人
・
高
橋
定
信
／
毎
月
２５
日
発
行
／
印
刷
・（
有
）
平
鹿
印
刷
・
横
手

シリーズ

■ヤマオダマキ
キンポウゲ科オダマキ属に属するヤマオダマキ。
形が、紡いだ糸の中を空洞にして玉のように巻く

「苧環」のようであることが名前の由来のようです。

て に を は
先月号から始めた「みんなの声」

ですが、少しづつですが投書があり
ます。町民の声が反映される広報で
ありたいです。どしどし投書してく
ださい。 （小林）

（
０
１
９
７
）
８２
ー
２
１
１
１ （沢内バーデン）

撮影・上下とも広報にしわが編集委員・高橋定雄

おだまき

いかり




